
第２７回 新潟市景観審議会 
 

日 時  平成２８年１１月２９日（火）午後３時３０分より 
会 場  新潟市役所 本館６階 第４委員会室 

 
 

次  第 
 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

（１） 審議会会長および会長職務代行者の選出について 

 

    （２） 新潟駅前屋外広告物のあり方について 

３ 報  告 

（１） ミズベリング信濃川やすらぎ堤について 

 

４ 閉  会 

 



第 27 回 新潟市景観審議会 座席表 

 

日 時  平成 28 年 11 月 29 日（火）午後 3 時 30 分から 

会 場  新潟市役所本館 6 階 議会第 4 委員会室 
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第１４期新潟市景観審議会委員名簿 

（任期：平成２８年９月１日から平成３０年８月３１日まで） 

 

知識経験を有する者 

新潟大学工学部教授                 西 村  伸 也 

新潟大学工学部教授                 岡 﨑  篤 行 

新潟大学教育学部准教授               橋 本    学 

新潟青陵大学短期大学部助教             村  山  和 恵 

日本ユニバーサルカラープランナー協会        増 子  和 美 

ＮＰＯ法人まちづくり学校              中 村  美 香 

弁護士（新潟県弁護士会）              砂 田  徹 也 

新潟市消費者協会 新潟支部 理事          薄 田  恵 子 

 

市民 

公募                        近 藤  武 雄 

公募                        松 浦  和 美 

公募                        本 間  初 美 

 

関係団体の意見を代表する者 

(一社)新潟市建設業協会 評議員           渡 部  幸之助 

(一社)新潟県建築士会新潟支部            番 場    優 

新潟県広告美術業協同組合                 池 田  洋 子 

(一社)新潟市造園建設業協会理事長          渡 邉  英 愼 

(一社)新潟県商工会議所連合会専務理事        早 福    弘 

 

関係行政機関の職員 

国土交通省北陸地方整備局建政部都市調整官      大 関  弘 之 

新潟県新潟地域振興局地域整備部長          原 山    茂 



ミズベリング信濃川やすらぎ堤

H28.11.29
新潟市景観審議会

都市政策部まちづくり推進課
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背 景

【Ｈ２３．３準則改正】

河 川 占 用 許 可
柔 軟 化

▼条件▼条件 ｢｢都市・地域再生等利用区域指定都市・地域再生等利用区域指定｣｣
全国全国で民間事業者民間事業者の企業活動企業活動（商売）（商売）が可能に！可能に！

店 舗オープンカフェ

照明・看板浮船カフェ

マルシェ

河川区域 民有地

【【 ＨＨ 1 11 1 .. 88 準 則 改 正準 則 改 正 】】

占用施設
公園、運動場、橋梁
送電線など公共的なもの

占用主体
地公体・公益事業者

【【 Ｈ １Ｈ １ 66 .. 33 通 知通 知 (( 特 例 措 置特 例 措 置 )) 】】
社会実験
対象 ８河川

占用施設
①広場・イベント施設 等
（一体をなすｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪ、照明音響看板）

②日よけ、船上食事施設、突出看板
占用主体
①公的主体
②公的主体、民間事業者

【【 ＨＨ 2 32 3 .. 33 準 則 改 正準 則 改 正 】】
本施行
全国の河川

占用施設
①同じ

②同じ
占用主体
①公的主体、民間事業者
②公的主体、民間事業者 2



背 景

・ 川には自然があり、歴史があり、そこに集う人々の心を安らげ、豊かにする魅力がある。
川は地域の宝である。

・ まちの空間で日常的な生活や経済活動を営みながら、身近にある川をほとんど意識して
いない人々や民間企業がいる。
「ミズベリング」とは、このような人々、企業に対し、川の外から改めて川の価値を見いだ
す機会を提供し、身近なニューフロンティアとして川を生かす取り組みである。

各地で生まれた小さな振動が水辺＋RINGミズベリング
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各地で生まれた小さな振動が
いま、大きなうねりになり
全国に広がっている。
そして、水辺を楽しむ人、
水辺で街を変える人、
水辺で新しいビジネスを作る人が
増えている。

市民 NPO 企業

ここから始める
（私が始める）

振動伝える

行政
（公共物の管理者）

水辺＋Renovation

水辺＋RING
水辺＋ING

ミズベイング

ミズベリノベーション



経 緯

地域を生き生きと元気に！

「ミズベリング」とは、水辺の新しい活用の可能性を創造していくプロジェクトで、やすらぎ堤においても、賑
わいに溢れたより良い水辺空間となる、更なる進化を目指した｢ミズベリング信濃川やすらぎ堤｣を進めています。

市民

もっと
やすらぎ堤やすらぎ堤 でもでも......

萬代橋サンセットカフェ

※ミズベリング（MIZUBERING）： 水辺に新たな意味をかけ合わせた造語 「水辺+RING(輪)」 、「水辺+R(リノベーション)+ING(進行形)」
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地域の宝
（川の価値）

市民

企業

行政

ＮＰＯ 連携

川の価値を見いだす機会を提供

やすらぎ堤川まつり

京橋川（広島市）

まちなかアウトドア

地域（自治体、住民、民間企業等）
における実践

ミズベリングの活動
・水辺を楽しむ人
・水辺で街を変える人
・水辺で新しいビジネスを作る人 を増やす

「萬代橋橋詰のにぎわいエリア」のイメージ

道頓堀側（大阪市）



経 緯

←古町

萬代橋

柳都大橋 新潟市新潟市→→北陸地整へ要望北陸地整へ要望

H28 2 25H28 2 25区域指定区域指定

都市・地域再生等利用区域の指定
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新潟駅→

：利用区域指定

：河川堤防区域

萬代橋

八千代橋

H28.2.25H28.2.25区域指定区域指定

約１８ha

萬代橋～八千代橋の水面を含む区域



実施体制

国（信濃川下流河川事務所）

区域指定の公表
占用許可

区域指定の要望
一括占用申請

マネジメント
事業計画・公園利用許可申請

共催申請・

サポーター
デザイナー

民間事業者団体

（情報共有・調整・環境整備）

新 潟 市
使用契約
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既存活動

自主事業（非営利）
○各種申請代行事業
（水面，公園）

○維持管理事業
（やすらぎ堤緑地）

新規事業
○ＮＰＯ法人等
○福祉協議会等
○地元自治会

事
業
収
入

非営利活動

共催申請
承諾等

新規参入事業
○民間企業
○市民団体
○外郭団体
○構成団体からの紹介企業

営利活動

既存活動
○萬代橋サンセットカフェ
○信濃川やすらぎ堤川まつり
○まちなかアウトドア
○萬代橋誕生祭
○まちなかピクニック

新規賑わい創出事業
○各種社会実験 ○環境施設整備
○地域貢献型イベント ○利用者還元型イベント
○自主事業での各種イベント ○利活用促進イベント

自主事業（営利）
○広告・宣伝事業
○備品レンタル事業
（ﾃﾝﾄ,ｼﾝｸなど）

運
営
資
金

会費・使用料（※既存活動は特例措置等を検討）



試行的体制（H28）

信濃川やすらぎ堤利用調整協議会

信濃川下流河川事務所（河川管理者）

新潟市（窓口：まちづくり推進課）

第三者機関

区域指定の公表
占用許可

区域指定の要望
一括占用申請

意 見

共催申請

公 募
使用契約

意 見

連携（協定）

ミズベリングやすらぎ堤研究会

萬代橋
サンセット
カフェ

信濃川
やすらぎ堤
川まつり

萬代橋
誕生祭

まちなか
アウトドア

まちなか
ピクニック

既存活動

事業者

事業者

新規民間事業者団体

都市・地域再生等利用区域・一括占用区域

・・・・・・

事業者

調整
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手 順

応募要領の公表
（市報・ＨＰ）

説 明 会
（方針，応募要領等）

応募受付

H28.5.1

H28.5.6

協議・調整
H28.5.28～6.14

使用契約締結
（１１事業者）

H28.6.15

8

利用調整協議会
（施設使用者選定）

審査結果通知
（１２事業者）

応募受付
H28.5.9～5.18

H28.5.23

H28.5.27 オープニング
セレモニー

H28.7.2

各店舗出店準備
H28.6.16～7.1

6.19より順次出店

全１１店舗営業開始



実施状況

●店舗数 １１店舗
右岸（万代側）９店舗
左岸（古町側）２店舗

●出店期間
６月中旬～
９月下旬or１２月中旬（予定）

●内容
オ プンカフェ バ ベキ

ミズベリング信濃川
やすらぎ堤の様子

オープンカフェ、バーベキュー、
ビアガーデンなどの飲食店等

●利用者数
７月：約１２，０００人
８月：約１０，０００人
９月：約 ８，０００人

●売り上げ
７月：約３，１００万円
８月：約２，６００万円
９月：約１，７００万円
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実施状況
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RIVERSIDECAFE&BBQ PIQ NIQ

やすらぎ堤カフェ＆ﾋﾞｱｶﾞｰﾃﾞﾝ HOPS

おでん処じゅんちゃん やすらぎ堤

居酒屋 ミキティー



効 果

実施前と比較し 約 倍増 ピ ク時は約 倍増
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実施前と比較して約３倍増，ピーク時は約４倍増

実施前と比較して１割増，近隣住民が常連に！



課 題

○市民かいつでも集える場所ができる
ので良い。

○このような美しい景色を見ながら、
穏やかなひとときを過ごせる場所を
活用しない手はない。

○萬代橋からの導線があるとよい。

○やすらぎ堤の景観が損なわれる。
○ジョギングや散歩などの利用が困難

になった。
○店舗等の設置により，芝生が枯れて

しまった。
○ゴミの管理が徹底されておらず，カ

による被害が多発

利用者からの感想 苦情・要望（住民・利用者）
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ラスによる被害が多発。
○店舗のＢＧＭによる騒音。
○出入口の施錠不備。
○緑地内（芝生）に長時間駐車。
○沿線店舗，企業のトイレを使用。
○沿線店舗の売り上げ減少。
○営業時間を延長して欲しい。
○もっと早い時期から実施して欲しい。
○もっと多くの店舗があった方が良い。

○予想以上の来客と売り上げがあった。
○新潟の活性化のため，来年度も出

店したい。
○天候に左右される部分が大きい。
○新潟まつりの時も営業したい。
○トータルのマネジメントも手掛けたい。

出店者からの感想


